<論文>Manchester 反穀物法協会の活動について by 金子 俊夫
<論文>Manchester 反穀物法協会の活動について
著者 金子 俊夫
著者別名 Kaneko Toshio
雑誌名 経営論集
巻 29
ページ 49-72
発行年 1987-03-23
URL http://id.nii.ac.jp/1060/00005760/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
Manchester 反穀物 法協会の活動につい て
金 子 俊 夫
1。2.3.4.
はじめに
商業会議所総会と内部矛盾
反穀物法協会全国大会の開催Chartist
運動の出現1
月22日大集会と決議文
むすび
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は じ め に1830
年 代 後 半 に お け る イ ギ リ ス の 社 会 情 勢 は 国 民 に と っ て 決 し て 良 い も の
で は な か っ た 。 農 業 状 況 は 悪 く 小 麦 の 価 格 は 第1 表 の ご と く 高 騰 を 示 し,183f5
年 か らl839 年 に か け て1.8 倍 に か 。 た 。 産 業 界 に お い てi 、18.Sfi年 含 で ぱ 順=w
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第1 表 小 麦 の 年 平 均 価 格
年 度 価 格（1 クォーター当り） 指 数
1835年183618371838183939シV ング4 ペンス4865510647708100
123
142
164
180
LeoneLevi,HistoryofBritishCommerceandoftheEconomicProgressoftheBritish
Nation1763 －1870,1872,p.499 より作成。
調に商業も製造業も発展していたが，第2 表のごとく,1837 年には前年との
比において輸入額が96 ％, 製造業品の輸出が85 ％, 総輸出額が88 ％へと減少
してしまった。これらが一般国民，特に労働者階級に影響を及ぼし始めたの
であった。このような状況の中で反穀物法運動が活発な動きを見せ始めたの
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第2 表 イギリスの輸 出入
(単位 千ポンド)
年 度
輸 入 輸 出 レ
額 指 数 製造品輸出額 指 数 総 輸 出 額 指 数
1835
36
37
38
39
49,029
57,296
54,762
61,258
62,048
86
100
96
107
108
78,360
85.220
72,540
92,454
97,395
92
100
85
108
114
91,157
97,612
85,779
105,165
110,191
93
100
88
108
113
LeoneLevi,op.ciL,p.492 より作成。 ∧
で あ る 。1836 年 のLondon 反 穀 物 法 協 会 の 誕 生 は ，そ の 後 の 躍 進 は な か っ た
が,1838 年 に は,Manchester で 反 穀 物 法 協 会 が 組 織 さ れ ，:活 動 が 展 開 さ れ
て い っ た の で あ る 。 本 稿 に お い て は,Manchester 反 穀 物 法 協 会 の 運 動 の そ
の 後 に 焦 点 を あ て ， 反 穀 物 法 同 盟 に 移 行 す る き っ か け と な る1839 年1 月 の 大
集 会 ま で の 過 程 を 明 ら か に し た い 。
。 ■・I 。 ・ － 。 ・
1. 商業会議所総会と内部矛盾
1838年9 月24 日,YorkHotel にてManchester 反穀物法協会が成立して
以来，自由貿易運動の推進者たちは積極的に活動を開始した。具体的な運動
として，自由貿易思想を高揚するためのキャンペーンの展開で，巡回演説形
式のJ.B. ‥Smith や・A.Prentice を中心とする講師。派遣亡あったが，運動
に慣れておらず目立った効果はあまりなかった。
? ?
?
しかしながら,Manchester で二つの勝利を導いた。 第÷に，下院議員り
最初の選挙で自由党が全面的勝利を獲得し，多くの反穀物法協会会員が下院
議員に選出され議会での活動が容易になったこと。 またManchester の初期
の市
長牡
全て自由貿易主義者のなふから当選
・
させることができ元
レ
第2 の勝
利はこれまで反穀物法運動に積極的態度を示さなかったManchester 商業会
議所の支持を得たことであっ
足
。
そめ結果,1838 年12月13日に商業会議所の会員総会が開催される前に特別
総会の開催要求書がManchester 商業会議所会頭,Kendal 出身の下院議員GeorgeWilliamWood
に提出され た。Manchester 反穀物法協会をはじめ
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とす る外 部 の圧 力 が 商 業 会 議 所 に 影 響 を 与 え た の で あ っ た。 要 求 書 は 次 め183
）
名 に よ り署 名 され て い た。
HenryTootal,
J.C.Prescott,
JamesAtherton,
John,Macricar 。RichardMarsden,R
√Gladstone,WilliamNield
√
WilliamAtkinson, トAlex.Henry
（後SouthLancashire
から下院議員となる）JohnBenjaminSmith,HenryRomilly,ThomasTownend,JohnBradshaw,jun.
，
GeogeSandars:( 後Wokefield から下院議員となる)，ThomasBalzley(
後会議所会頭になる)，
RupertIngleby
WilliamGibb.
RichardBirley,
「現存する穀物法の廃止を議会請願することの妥当性を斟酌するため」が
開催要求の目的であった
○
ここで注目すべきことは，署名者の大多数は適度な一定関税，或いはRo-bertPeel
が後に修正案として提案し。だような低関税のSlidingScale に賛
成であり，穀物法の全面的廃止を望んでいなかったことである。そしてその
後の彼らの活動をみた時,Alex.Henry とThomasBrezley を除いては穀
物法廃止運動において活動的役割を演じた者はいなかった。GeorgeSandars
はむしろ全面的廃止に反対し た。Manchester 反穀物法協会が当初の活動に
おいてこのような矛盾した性格を含む ものであった。
七 かしながら，理事会にて現存穀物法の有害点を明らかにした提案が検討
され，その趣旨に沿って請願書を起草することが会頭に求められた。
：
かくして商業会議所総会が12月13 日に盛大に開催され7C。とれまでの集会
め中で最高の出席であった。 し
…席上，商業会議所会頭のG.W.Wood は現存ずる穀物法の商業に対する
弊害欧ついて演説を行なった。しかし彼の演説は穀物法の全面的廃止に同意
するものではなく，「希望通りの規則的な穀物の流れ」犬を可能にするような，SlidingScale
の修正に賛成したもの万であった。ごれに対 し て，全面的撤廃
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を要求するRichardCobden は次のように演説し
見
。
無限に広い都市で,3 ないし4 パーセントしか耕作されていないような
国において，いかなる人為的方法を用いても平均利潤率以上め利益を夢み
ることは愚かなことである。このようなあらゆる制限はただ工業の活動分
野を狭めるだけである。その結果は保護されることを意図した者が利益を
受けるどころか，弊害をこうむることになるだろう。それでは反対の立場
にたつ土地所有者を見てみよう。穀物法は小麦価格を1 ブッシェル1,000
シリV グに上昇させるために制定されたと考える。この結果は何であろう
か。London やManchester で10パーセントの利益を得ている資本家は，
彼らの息子にNorfolk の農民より50パーセント多い利益を得るようただち
に命じるだろう。そしてもしそれが，ほかよりも高い利益を得るような有
望な地位にあるとするならば，その時ほかの競争相手は,Mr.Coke の農
場が市場価格に完全に達し，そしてすべての他の業種の通常の利益率をも
たらすまでは，彼らよりも50パーセントの利益を命じるようになるだろう。
次に土地所有者とキャリコ・プリンターの情況の相違を明らかにする。工
場やプリント作業場がキャリコやプリントの需要に応じるため追加的に建
設される間に,1 ユ－ヵ－の土地も所有地に付加されることなく，穀物に
関する保護貿易から生ずるその恩恵は，農民あるいは労働者の利益とは少
し もならずに土地所有者のポケットに入るに違いない。それにたいし，他
方どのような保護貿易も製造業にとっては少し も利益しない。
このようにCobden は演説し，さらに穀物法についてしっかりとした目を
持つことを会員に勧告し，貿易を着実に増大せしめるには穀物法は障害とな
ることを主張した。かくして商業会議所の意見は2 つに分裂し，長時間討論
がなされたが，平行線をたどり,Cobden は，商業会議所は全ての保護関税
の全面的撤廃を願う請願書を作成し，承認するために，翌週再び会議を開く
という提案をした。これに対し，会頭のG.W.Wood,Mr.Sandars そして
少数の会員が延期に反対したが，その場は，この問題をこれ以上討論するこ
とは時間の浪費だとする意見が大勢を占め，結局Wood,Cobden の両案は
撤回されることとなり，来週の再会の折に両者が請願書をあらたに用意し，
どちらを採用するかは総会の判断にゆだねることとなった。
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この集会が 世間 の注 目を 集め， 会議 の一 巡の経過が， 大変長 きにわた ってManchesterSaturday'sPaper
に掲載 され， 更にLondonDailyPapers に転
載 され，そ の成 り行 きを め ぐうて翌週 の商業 会議所総 会 が国民 の話題 となっ
た。
先週 より一 層多 くの参 加者を集 めて12 月20 日に商業 会 議所 総 会が 再開さ れ
た。この7 日間 の休会 の間にR.Cobden,HenryAshworth,JohnBenia-minSmith
らは，「外 国穀 物ならびにそ の他 の外 国商品 の輸 入に 関す るすべ
て の現存す る法律 の廃止 と，産業 雇用 なら びに資本に対 す る制 限を 除去 す る
ための， 現存 す るすべ ての障害 のmi
§
」を 目的 とし た請 願 書を 作 成 し,G.w.Wood
のそ れに対 抗し た。 ふた たび5 時間 以上 の長 きにわ た り討 論が な
された結果,Cobden に よって提出された請 願書は圧 倒的 大多 数で採 決さ れ7)
だ。今後 の反 穀物 法協 会 の統一 された運動 方針 の基盤 と な るも のとし て重 要
であ る。 全文 は次 の よ うであ
宮
ノ
議会に集まっておられる大英帝国ならびにアイルランドの名誉ある下院
議員殿
○
マンチェスター商業会議所の会頭，副会頭，理事ならびに会員の請願書
は1838年12月20 日に開催された特別総会において承認されました。
謹んで申し上げます。
－。‥われわれ請願者は食料の自由輸入に影響を及ぼす現行法の考察にたい
し，名誉ある議会の緊急なる配慮を求めることはわれわれの不可避の義
務と考えます。
－。われわれ請願者は大資本をより大なる企業と技術に結びつけ，そして
ほかのいかかる製造工業部門より一層広汎な，かつ規則的な雇用を与え
る綿織物貿易の性格と限界につきましてはすでに御承知のことと思いま
す。いまや国をし てわれわれの安寧に必須になっている人口と富の増大
の源泉はイギリス国家に少し も忠誠を尽していません。そしてもしそれ
が貿易史の中で前代未聞の速さで成長したとしても，失政によって，す
ぐに対岸に追いやってし まう多くの例を歴史はわれわれに教えています。
一。我々請願者は大なる驚きをもって，外国製造業の急速なる発展を見て
います。そしてわれわれは特に，その結果として生じるヨーロッパ大陸
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と の 有 益 な る 貿 易 の 減 少 を 残 念 に 思 う 次 第 で す 。 ま た 戦 争 の 終 了 以 来 ，
人 口 の 大 幅 増 大 に も か か わ ら ず √ 輸 出 額 は 実 際 戦 後 の 初 め の5 年 間 よ り
も ， 最 近 の5 年 間 の 方 が 減 少 し て お り ま す 。・ そ し て わ れ わ れ 職 人 労 働 の
大 多 数 が 含 ま れ て い る す べ て の 輸 出 商 品 の 需 要 は 減 少 の 一 途 を 続 け て い
…
…… る ¬
方 ， 原 材 料 の 輸 出 は 急 速 に 増 大 七 て い ま す
○‥‥・- 一- … ■
㎜
■
㎜
㎜■■ ■㎜■ ㎜
－ 。 ヨ ー ロ ッ パ 大 。陸 の い く つ か の 国 は 自 分 達 の 消 費 の た め に 十 分 な 製 品 を
生 産 す る ば か り で な く ， 上 手 に 中 立 の 外 国 市 場 で わ れ わ れ ・と 競 争 し て い
ま す 。 数 あ る 例 の 中 で ， 外 国 の 綿 織 物 製 造 業 の 恐 る べ き 発 展 を 示 す も の
鴎 ， よ り 安 い 価 格 で 製 造 し て い るSaxsony （ ド イ ツ の 南 部 地 方 ） の 木 綿 靴
下 で あ り ， こ の 国 の 千 倍 近 く の 輸 出 を 行 な
っ て い ま す 。
サ ク ソ ン 人 は 毎
年 ア メ リ カ 合 衆 阪 の み に 輸 出 を し て い る が ， 輸 出 量 は イ ギ リ ス か ら の 全
世 界 へ の 輸 出 量 に 匹 敵 す る 。 そ し て イ ギ リ ス 綿 糸 で 製 造 さ れ て い る サ ク
ソ ン 製 の 靴 下 は20 パ ー セ ン ト の 関 税 を 支 払 っ た 後 ， こ の 国 に 輸 入 さ れ ，
わ が 製 造 業 者 が 生 産 す る よ り も 安 い 価 格 で ， 国 内 消 費 の た め に 販 売 さ れ9)
て い る と い う 一 層 重 要 な 事 実 を 挙 げ て お き ま す 。
－
。 ヨ ー ロ ッ パ
大 陸 の 製 造 業 の 急 速 な 発 展 は 次 の 事 実 が よ り 明 確 に 証 明 し
て い る 。 十
木 綿 ， 亜 麻 ， 羊 毛 を 紡 い で 織 る あ ら ゆ る 種 類 の 機 械 を 作 製 す る た め の
工 場 が ヨ ーg
ツ パ の
す べ て の 大 都 市 の 近 郊 に 最 近 建 設 さ れ て い る 。 そ こ
で は イ ギV 不 の 熟 練 工 が 目 下 ， 機 械 を 製 作 す る た め に ， そ の 国 の 機 械 工
に 教 育 す る た め に ， 雇 用 さ れ て い ま す 。 そ し て 同 じ 貴 重 な 熟 練 工 が 外 国
で 同 様 の 仕 事 に 着 手 す る た め,Manchester やLeeds やBirmingham の
工 場 を 止 め な い で 一 週 間 が 過 ぎ る こ と は あ り ま せ ん 。
一 。 わ れ わ れ が こ れ ま で 比 類 無 き 道 路 √ 運 河 を 所 有 し て い る と い う 優 越 感
は こ の 国 に お い て も は や 特 有 な も の で は な く な り ま し た 。 鉄 道 ぱ イ ン ク
ラ ン ド よ り も 低 い 費 用 で ヨ ー ロ ッ パ の す べ て の 国 と ア メ リ カ 合 衆 国 で 大
い に 発 展 し て い る 。 一 方 国 内 に 有 利 な 投 資 が 欠 乏 し て い る た め に ， 資 本
は 外 国 で 使 用 さ れ る こ と を 常 に 求 め て い ま す 。 そ し て こ の よ う な 大 な
る 供 給 不 足 の も と で わ れ わ れ の 競 争 相 手 は か ね て か ら 努 力 し て き ま し
だ 。・ ・ ・ ・ 。・・ ・ ＼
－
。
わ が 製 造 業 の 安 寧 な る 繁 栄 に と っ て,/ 最 大 限 の 警 告 が 予 想 さ れ る 事 実
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に， わ が 名 誉 あ る議 会 の 配 慮 を 促 す 一 方， 我 々請 願 者 は 熱 心 に 次 の こ と
を 知 ら せ て も知 ら せ 過 ぎ る こ と は あ り ま せ ん。 ‥
諸 弊 害 がわ れ わ れ の 不 得 策 で 不 公 平 な 法 律に よ っ て 引 き 起 こ さ れ て お
り， イ ギ リ ス の製 造 業 者 の 労 働 の生 産 物 と外 国 の穀 物 と の 交 換 を 妨 害 す
……
る_こ;と_に,よ りy
一
外 国の 競 争 者 が彼 ら の 食 料 をこ の市 場 で 売。ら
‥れ て いjる一一2
分 のくL の 価 格 で 購 入 す る こ と を 可 能 な らし め て お り ます 。 そし てあ れら
れ請 願 者 は ， 穀 物 並 びに す べ て の 外 国 商 品 の 輸 入に 関 す る現 存 の あ ら ゆ
る保 護 関 税 の適 時 の 廃 止 に よ り儲 弊 害 が 阻 止 され ない な ら， こ の よ うな
状 況 は 結 局， わ が 製 造 工 業 を 他 国 や 競 争 国 に 譲 渡し なけ れ ば な ら な い
とい う事 態 の 始 ま りで あ り， こ れ は 重 大 な 断 罪 で あ る こ とを 宣 言 し ま
す。 ニ ‥
一 。 以 上 の よ うな憂 慮 に 深 い 感 銘 を 受 け た わ が請 願 者 は こ れに 対 し 無 関 心
を 装 え な いし ， ま た わ が 名 誉 あ る議 会 に 民 衆を 取 り巻 く危 険 な状 態 を 隠
蔽 す る こ と も で き ませ ん。 民 衆 の 日 々 の生 活 は 綿 織 物 貿 易 の 繁 栄 に 依 存
し て お り ます。 す で に 民 衆 は 食 料 の 要 求 運 動 を 起 こし て い ます。 興 奮 し
てい る 激 情 を 和 ら げ るた め に ， 思 慮 あ る 行 動 √ 同 情， そし て 妥 当 な政 策
が 大 い に 必要 とさ れ て お ヶ ます 。 さ も なけ れ ば 不 幸 な 結果 が 生 じ る か も
ト し れ ませ ん。 確立 さ れ た 国 家 制 度 ぺ の人 々 の 誠 実 な る 愛 着 の 存 続 は， ほ
かに ど の よ うな基 盤 が あ っ で も， 普 遍 的 公 平 が な け れ ば 決 し て 永久 に 保
証 す る こ とは で き ま せ ん。 自 由 に 労 働 の結 果 を 他 人 の 生 産 物 と 交 換 す る
た めに ， 誰 もが 譲 渡 で き な い 権 利 で あ る こ れ ら 不 滅 の 原 則 め1 づ を 持 ち 。
そし て 腐 敗 し た ， 正 当 と 認 め ら れ な い ほ か の す べ て の 階 級 を 犠 牲 に し て。
社 会 の一 部 を 保 護 す る 慣 習 を 維 持 し な が ら ， わ が 請 願 者 は 名 誉 あ る渡 会
に ， 外 国 穀 物 や 他 の外 国 商 品 の 輸 入 に 関 す る現 存 の す べ て の法 律 の廃 止，
なら びに 無 制 限 な る産 業 雇 用 と資 本 の 使 用 に 対 す る現 存 の す べ て の 障害
を除 去 す る こ とに よ っ て ， 自 由 貿 易 の 真 に 平 和 な 原 則石 ， 農業, 犬製 造 業
の双 方 に 影 響 を 与 え る よ う， 強 く実 行 す る こ とを 懇 願 す る 次 第 で あ り ま
す。 ニ ニ
この請願書の論点は，「諸流出によるイギリス産業資本の衰退」に集約で
きるであろう。諸流出とは次の3 点である。ノ
56
1. 原材料 の流 出2.
技 術 流出3.
資 本 流出
これら3 点 に より， ヨ ーロッパ諸国 がそ れぞ れ の工 業 を 発展 させ イギ リス
の国 外市場を 奪う と‥い 。う脅 威論の展 開 であ るー。。まず 第↓ に,‥イ ギL ス綿糸 が
ド イツに輸 出 され， そこで綿織物に 加工 される。 た だち に これは イギ リス綿
織物 の輸出 減少を 物語 り， 海外 市場の喪失 とい う結果を 招 く。 また低 価格 で
イギリス国 内に輸 入さ れるため 国内市場を圧 迫す る。 そし てこ れら のことか
ら， イギ リス綿 織物に対す る需要が 減少し ，利潤 率 の低下 ，低 賃金， そし て
失業 問題 が生 じ るこ とを示 唆し てい る。 第2 に， イギ リ ス熟 練労働 の流出が
外国産業 資 本の生 産 庖向上に 貢献し てい る反面， 国 内産業 に おけ る操業 停止
問 題に まで発 展し てい るのであ り， 第3 に不 況に よる資 本 の循環が停 滞し ，
過剰資 本が外 国に 流れ， 外国産 業資 本の発展を 援助し て い る。 これら が イギ
リスの工業 化 の促 進を 妨害し てい る原 因 であ る， と い う の がManchesterschool
の論 法であ った。 ゆえ に イギ リス資本主義 の一 層 の発展 は イギ リス綿
織物 と外 国 穀物 の自由 な交 換に よりもたら される と結論 づけ ら れる。
この結果， 多 くの穏健派 の理事 が徹底的 自由貿 易主義 者らに よって 罷免 さ
れ,J.B.Smith が評 議会 メン バーに就任し た。 こ れら の出来 事は今後0 自
由貿 易運 動に ， 意思を統一し ， 同一 目的に 邁進す るとい う点 で多 大な利益を
もたらし た であろ う。JosephParks は除名 され た理事 者を 次 の ように批判10)
酷評し てい る。
「……このような政治的詐欺師 はWhig 内閣の有害な密告者であり，手
先である。そして彼らの隣人に取返しのつかない悪影響をおよぼす。……」
これに反しR.Cobden はこの二週にわたる商業会議所の会議において頭
・11）
角を現わし，今後の反穀物法運動の中心的存在となっていくのであった。そ
してその年は翌1839年の反穀物法協会の年総会を全国大会という形で開催す
るためその準備に全力を注ぐこととなった。Glasgow 協会のWilliamWeir
からの，Manchester 協会と協議を持ちたいし， 他の地方団体も関心を持っ
ているのでは，という申し出の手紙がきっかけとなり,Manchester で反穀物
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法 運動の全体会議を 開 くことに 決定し た のであった。 こ の ような 出来 事 が刺
激 となり年 末から年始 に かけ て各地 に協 会が 結成 され,Leeds 協会,Liver-pool
協会,Blackburn 協会,Bradford 協会,Huddersffield 協会,Preston12)
協 会 が名乗 りをあげた。 全国 大会へ の招 待状 はこれら の協会を はじめ とす る
す べ ての地 方協会,……一国会 議員。 穀物一法 廃止を 支持す る重要人 物に 送ら れたo ・
2. 反穀物法協会全国大会の開催
かくして1839年1 月10 日,Manchester のYorkHotel にて反穀物法協会
全国大会が開かれたのである。商業会議所のJ.B.Smith が協会会長に選任
され，さらに運動を進展させる目的をも持たせるためにレ モの署名者として，13
）
次の6 名が選ばれたQtR.Cobden,ThomasBazley,EdmundAshworth,W.R.Callender,H.Ashworth,ArchibaldPrentice.
彼ちはこの大会の開催目的，「乗り越えるべき障害の大きさと同じ位の，
そして確立された目的にふさおしい反穀物法協会の行動を前進させるに必要14
）
な方策を考えるため」の達成を志し，組織づくりを目指した。そして協会の
資金造りのために,Cobden は寄付金の実施を提案した。その場で寄付金は15
）
下記のごとき内訳で，歓呼の中で1,800 ポンドが集まった。
議長J.B.SmithShuster
の名前でJ.B.SmithR.Cobden
犬NovelliJamesKershawBrooksJ
，C.Dyer
£50
£100
£100
£100
£100
£100
£100
£100
£1,000
・:58
W.Rawson : £50
計£1,800
16)1
月12 日に は寄付金を 制度化す るために下 記 のご と く決議文 とし て， 会長，
J.B, ‥-Sm ・ith………よ・-り。j
『－。この集会において，わが製造業人ロり全階級の繁栄を依存する外国貿
易が, もし外国穀物と他のすべての食料品の関税が直ちに廃止されないな
ら，妨ぐことのできない危険にさらされるとい う=こ とを， 厳粛に確信し
た。』 △
『 決 議 ， 克服すべき障害と同等の，かつ決定された極めて重要な目
的にふさわしい，反穀物法協会の行動を前進させる目的のために，寄付蒐
集はただちに開始されるべきである。』 ヶ ，
さらにp.Novelli が次の動議を提出し，承認された。
『 決 議W'
・' ●---
一
- 寄 付 金 授 受 の た め に 次 の 諸 氏 が 財 務 委 員 会 を 構 成 す る 。f
習=--=---・-・= ・ ・--- ■ ㎜
Shuttleworth,
D.C.Dyer,
R.H 。Greg,HollandHoole.
』
財務委員はこの会の名において近隣より，金銭的援助を懇請する権限
が与えられる。
J.B.Smith,
Cobden,
Kershaw,
Callender,
｀118 ）
そし て こ れ ま で の寄 付 金 が1,950 ポ ン ド蒐 集 さ れ た こ とが 報 告 された 。19)1
月19 日に は2,155 ポ ン ド の追 加 寄 付 が 発 表 さ れ ， 寄 付 金 制 度 開 始 か ら4,105
ポ ン ドが 集 ま り，2 月9 日 まで の1 ヶ 月 間 で は じ つ に 計6,136 ：ポy ド20)lO
シ リン グに 達し た。
し
ニ
こ の よ うに 運 動 は1838 年 の終 りか ら1839 年 初 め に か け て 順 調 に 進 行 悩Manchester
の 自 由貿 易 主 義 者 は 各 種 の 地 方 団 体 を 上 手 に 導 い て い る。ご卜こ れ
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ら の 局面 に 不 満 を 唱 え る 者 は な か った 。そ れ ら の効 果 の 現 わ れ とし て,1839
年 の初 め にScotland の新 聞,theScotchReformers'Gazette も反 穀 物 法 問21)
題 に 積極 的 に 興 味 を 示 し ， 次 の よ うな 論 評 を 載 せ て いる 。
……F.…・●今日,… _。産
る6 血でよごれたTory 主義により穀物法のあらゆる有害な遺産が我々に伝
えられ，これらの法律はまったく正当と認められず，まったく不正な法律で
あり，しかもなお最も圧制的な法律である。……』
すなわち，今や全国的関心を集めているのである。
しかしなが ら，Manchester 力;このように穀物法廃止運動に奮起し ている
間，別の所でこの運動に対立する徴候が顕著に出現した。Chartism の運動
である。これは労働運動が政治運動に発展したものである。具体的例として，1
月15日にLeeds にて国民大集会が開かれたのである。Chartist7 ～8,000
人が参加し，「労働権の要求」を主張したのであった。
s.Chartist 運動の出現Chartist
運動は熟練労働者の団体であるLondonWorkingMen'sAsso-ciation^
ロンドン労働者協会」（指導者はFrancisPlace をはじめとするRadical22
）
派の国会議員）を基盤としてお り， かれらは1832年の「第一次選挙法改正」
が国民の中流階級以上の参政を認めたもので，全国民に選挙権を与えるもの
ではなかったことに不満を持った。そしてその後，一連の改革法案が，議会23)24
）
を通過成立し た が，例えば,ト1833年に「奴隷使用廃止法」，「工場法」,183425)26
）
年「救貧法の改正」,1835 年「都市自治体法」が制定され た が，労働者階級
の利益は考慮されておらず，中流階級以上の，特に商工業者階級に有利なも
のであった。
産業革命を契機としてイギリスは資本主義経済社会を樹立し，商工業を大
きく発展させ， イギリスの国富を増大させたが，労働者階級の生活状況はそ
れと比例したものではなかった。改善されるべき点が多々存在していた。そ
れどころか一層劣悪なものとなうていた。彼らの状況は次のようである。
労働者のだれもが，最上の位にある労働者すらもが，つねに失業，すなら
60
ち 餓 死 の 危 険 に さら さ れ て い る。 そし て ま た多 くの も のが 飢 餓 に た お れ る の
で あ る。 労 働 者 の 住 宅 は ， 一 般 に ， 配 置 が 悪 ぐ， 建 築 は まず く， 手 入 れ も と
ど か ず ， 通 具 は よ く な く， じ め じ め し て お り， 健 康 に 悪 い。 住 人 たち は 小 部
屋 に お し こ め ら れ て お り， た い て い の ば あ い ， 少 な く と も一 宗 族 が一 室 に 眠
る ので あ る 。……住・宅。の。内。音5。め一施 設辻 貧弱 亙 も‥ので あ‥る が
い
そ れ に 奄 さ まざ まな
段 階 が あ っ て， 必 要 欠 くべ か ら ざ る家 具 す ら ぜ ん ぜ ん な い とい う状 態 もあ る。
労 働 者 の 衣 服 は平 均 し て み れ ば や は り同 じ く 貧 弱 であ っ て， 大 多 数 の人 々は
ぼ ろ を 身 に ま と っ て い る。 食 物 は 概 し て 粗 末 で ， ほ と ん ど食 べ る こ と もで き
な い こ と がし ばし ば あ る。 少 な く と も と き ど き は 量 が足 りな い こ と が多 い。27)
そ こ で ， 極端 な ばあ い に は 餓死 す る とい うこ とに もな る ので あ る。
こ の 時 期 の 労 働 者 階 級 が ， と く に 都 市 域 に お い て ， 概し て 悲 惨 な状 況 に 置
か れ て い た のは ， まず 間 違 い な い 。 そ の こ とは ， こ の時 期 の 都 市 労 働 者 の 死
亡 率 が 非 常 に 高 く， そ の 家 族 を 含 め て の 平 均 寿 命 が16 ～^U 歳 ほ ど と計 算 さ れ
て い る こ と， また ， そ のこ と の ゆ え に,18 世 紀 中 葉 来 ， 着実 に 低 下し て きた
イ ギ リ ス人 全 体 の死 亡 率 が,1830 年 か ら し ば ら く の 間， 若 干 上 昇し てい る こ28)
と に ， よ く示 され てい る。
労 働 者 は こ の よ うな 状 況 の 原 因 を 政 治 に 求 め， 議 会 が 彼 ら の た め に な る よ
う な 法 律を 制 定し てい な い か ら だ と判 断し,30 年 代 か ら40 年 代 の は じ めに か
け て， 特 に1836 年 の 不 況 の到 来 も 手 伝 っ て， 労 働 者 階 級 の運 動 は 活 発化し ，
政 治 運 動 化 し て い く の であ った 。 こ れ が 議 会 改 革 運 動 とし て の 大 運 動 だ っ た
の で あ る。Leeds
で の 大 集 会 が 開 か れ る 前 年 の1838 年5 月 に こ の運 動 は 開 始 さ れ ，LondonWorkingMen'sAssociation
の会 員 で あ るRadical 派 の 労 働者 や 国29)
会 議 員 に よ り,People'sCharter(r 人民憲章」) が 起 草 され た。 有 名 な “Six30)Pnints"rrfiA-
条,"> であ;?、_
｀" ¨ り゛ χw' ／。』ノ ミダiノo,'り
1。2.3.4.5.健全な知能をもち，前科をもたない全成年男子に対する普通選挙権。
議員の毎年改選。
無資産者も議員になることができるように，議員歳費の支給。
ブルジa アジーの買収と威嚇をさけるための，無記名投票による選挙。
代表権の平等公平を確保するための平等選挙区。
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す べ て の選 挙 権 者 に 被 選 挙 権 を もあ た え るた めに ， 土 地 財 産300 ポ ソ
ドの所有者にかぎられている
権の廃止。
と 指 摘し ，
もともと実質をもたない一 被選挙
労働者が法 律の改正を要 求し ， 自分 達 の法 律を 制定す る‥ことぱ,……彼らlこと
って当然 のことであ った。 こ の憲章 を 掲げ てChartist 運動は展 開 され，1858
年 まで続 くのであった。
この運 動が その後一連 の穀物 法廃止 運 動を 妨害し たの であ る。 中流階級以
上 の，特 に商工業 者階級， いわ ゆ るブル ジ ョアジ ーの政 治的 権力 へ の攻撃 で
あ り，反 穀物 法協会 と対 立す る団 体 とな った のであ る。 そ の現 われが1839 年1
月15 日のChartist 国民大 集会 であ り，多 数 の参 加者を み， 会場 がColou-redClothHall
に 移さ れ,Chartist の代 表,O'Connor が労働者 擁護 の演説
を 行 うこととな った。Leeds 市長 が 議長 に任 命 され, まずGoodman が，「原
則 とし て不正 で， 不得 策で， かつ 有害 であ るよ うな，團 の交易に関 す るす べ
て の制限に反対 す る」 とい う決 議案を 提出しWilliams がこれに賛 成 の意を
表 明し た。 そし てO'Connor に
「それ（反穀物法運動）は労働者の賃金を引き下げるために，勢力を製造業
に与えることだけを意図した運動である」
「貿易に関する制限は有害であるが，その変更によって得る利益を期待す
る人々が議会に代表として送られるまで，有益な変更はなされない。」
という演説を行なった。会場は大混乱に陥った。 その間にThomasFlint
が手にtheMirrorofParliament を持ち，前に立ち， 穀物法の廃止に反対
した 〇'Connor の演説の抜き書きを読み上げ，そして大声で叫んだ。
「ここに商業について制限をすべきでないという提案に賛成している人物
がいる。そししてしかもわずか4 年前に，彼はそのような信念は国を滅ぼす
62
と主 張し て い る 。」
こ こで群衆 より，
-‥「われ わ れは彼 の 堅実性を ど う‥すれば良几ヽか 。」__。
とい う間い があ り,Plint は.
「何だって。諸君はどうしたらよいかわからないのですか。私は諸君が一
人の男の信念を理解するにあたって，彼の過去の行動で計るよりも，一層
適当な判断基準を持っているかを知りたい。もし彼が彼の見解の変化につ
いて十分かつ満足のいく説明ができないとするならば，彼には諸君の信頼
を得る価値がない。」
とO'Connor を批判した。大混乱が再び会場に起こった。O'Connor は再
び次のように演説した。
「もし人は神の恵によって生きるならば，人々は万人共通の選挙権を得る
だろう。」
しかし聴衆は自然価格での食料状態が当面悪くならないであろうと考えて
いるようであった。なぜならば挙手により動議の採決を決めた際,O'Connor31)
の決議案は3 対1 で否決され初めの案が可決されたのであった。Chartistは
反穀物法運動をブルジョア階級が彼らの利益目的のために進めていると判断
し，究極の目的は生活費の低減，そして生産費の低減のための安定した安い
物価の実現という経済改革にあったにもかかわらず，階級的対立がおもな要
因とな呪 反穀物法運動の中で立合演説の妨害，集会の混乱などの手段を用
い，反目したのである。
4.1 月22日大集会と決議文Chartist
を始めとする様々な妨害を受けながら も,Manchester 反穀物法
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協会は運動を続行させている
さらに協会は，先の議会でCharlesPelhamVilliers が 提 出した穀物法
廃止動議に賛成票を投じた国会議員を招待して,1839 年1 月22 日に晩餐会を
催すこととなった。そのほかにSheffield の刃物業親方,Manchester,Hull,Bolton,Leeds,Lancaster
の各市長らも穀物交換所に招かれた。招待を受け
た彼らの多くは出席を 辞 退し た。穀物法の，完全かつ早急な廃 止 と い うManchester
協会の妥協しない要求の支持を望まず，む し ろ完全な廃止をし
つこく要求するよりも, 適度な固定関税に妥協する方が良いと考えたのであ32
）
る。
しかしながら800 人が参加し，主賓席には14名の国会議員をはじめとする33
）T
次の19名が着席した。
C.P.Villiers,
Josh.Slholefield,
PeterAinsworth,
JohnFort,
WilliamClay,
FrancisFinch,
ColonelSawley ，WilliamMolesworth,HenryMarsland,JohnEasthope,JosephBrotherton,RichardWalker,J.T.Leader,T
。B.Hobhouse,Col.Thompson,Dr.Bowring,WilliamEwart,Thos.PotterR.H.Greg,
Wo1verhampton 出身の国会議員
Birmingham
Bolton
Clitheroe
TowerHamlets
Walsall
Ludlow
Leeds
Stockport
Leicester
Salford
Bury
Westminster
Rochester
後にHull
後にKilmarnock
後に国会議員Manchester
市長
郷士
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ft
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他 のテ ーブルに は遠方 の都市 から の代 表団 が座し てい た。 彼ら の氏名 の う34
）
も 主 だった人 物は次 の通 りであ る。
G.Cookman,Hull 市長.Bolton
市長.Lancaster,Satterthwaite,
↑
＿..
市長.Higgin,Hinde,fErskineMurray,
伯爵,Edinburgh.WilliamBriggs
，郷士√Leicester.
R,Bradley,
J.Sonds,
Kelley,
Coppock,
Nelstrop,
Hudson,
ThomasEskrigge,
Walmsley,
Bolton,
Weir,
Johnstone，Leeds
市長，H.Stanfield,T.Plint,
｜
Nottingham.
I
Stockport 。Warrington
・ILiverpool.
Glasgow.
EdwardBaines,junior
←
? Leeds.
そこでは出席できなかった国会議員の手紙が朗読され，彼らの運動への賛
意が報告された。Manchester 反穀物法協会会長のJ.B.Smith が議長を務
め，乾杯の辞で「わがLancaster 英国王領の女王様，彼女は，穀物法や独占
によって柳をはずされた勤勉な人々の上に長く君臨するだろう。」と述べた。
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そし て次の 「穀物 法 の完 全， 無条件 な る廃止」を 集 まった代 表者は 聞い て，
あら ゆる妥協 案 の捨象を 覚悟し た ので あ った。 また，議長は 運動を 進め る中
で， 会員 が議会 の議 席を獲 得す るこ とを 強調し た。 事実彼 ものちに 国会 議員
の一員 とな った。 各種 の議 事 報告 が多 数行な われた。
そし て翌1 月23 日に代表 者会 議 がYorkHotel で,J.B.Smith 議 長 のも
とで開かれ,Cobden が 「Manchester 協 会 の会員は イギ リス中 の多 くの協会
が同一行動を取 り， 出席し た 代表 者に 検討 さ れた下 記の決議を 報告 す ること35)
を 希望し 七お り ます」 と述べ ，下 記 の決議 文を 発表し た。
「決議1. すべての商工業地区から参集したこの代表者会議は厳粛にその
信念を次のよ卵こ宣言する。
資本と勤勉さで作られている重要商品力偉大な繁栄は，外国産の穀物や
その他の生産物と我々の生産物の交換を禁止し，あるいは妨害し，かつこ
のような貿易を阻止し，この国の食料価格を不自然に騰貴させている法律
の施行により，さし迫った危険状態にある。そしてこのような判断が下さ
れている事実はほとんど知られていない。そして民衆の代表者の前で，そ
れらを発表することは国民的重要性のあるこ とと信じて，われわれは，近
づきっつある議会の下院懲罰制裁所での協議・立証により，審問されるこ
とを願う請願書をイギリスのあらゆる地域から直ちに送るよう熱心に勧告
する。」
「2. 活動の統一と効果を実現するためにこの集会は次のことを勧告する。
代表者はイギリスの多くの反穀物法協会によって任命され，議会の開催
時にLondon の中央委員会に集まること。 と り わけ議会で効果的にわれ
われの主義主張を力説する傾向のある議員の援助を得るよう努力しなけれ
ばならない。そして集会をすべての地方団体に印象づける一方，彼らの意
見を緊急に集め，整理する必要性があり，またそれを中央委員会の査問に
かけること。
協会のない商工業都市には反穀物法協会の結成を熱心に働きかける。そ
して彼らが情報や助言を求める場合は,Manchester 協 会とただちに連絡
をとり，いかなる党派との討論，あるいは政治問題の討論禁止という協会
の原則をすべての他の同様な団体が採用するよう勧める。」
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「3. 農業経営者，資本家，そして労働者は国富の創造と循環により，商
人とともに平等に利益する。そしてこの集会はすべての階級に，外国貿易
の制限から生じる人口増大の抑制や都市の発展を抑制する独占の除去に協
力することを訴える。かくして人口増加と国富の増進から生じてくる多様
な機略をすべての階級から取り去ることができる。」 ニ
「4. この集会は額に汗することによって日々のパンを得る偉大な，価値
ある農民階級の現在の窮乏への深い同情を表現しないで仲たがいすること
はできない。彼らの多くは今も無限の雇用界の真ただ中で飢餓に直面して
おり，外国食料と工業生産物の交換を妨げる不公平な法律によって，生産
が行なわれないことが報告されるだけである。生活必需品の十分な供給が，
国の基盤とな芯重要な人々に対し，イギリス立法府の条例により拒絶され
る限り，政府・国家は民衆の不満から起こるすべての弊害に長期間にわた
り，厳密にさらされるであろう。
普遍的公正なる条例によって非常に,大きな危険を回避する見解をもって，
この集会は穀物の自由輸入に影響するすべての法律の完全かっ緊急なる廃
止に団結し，活動的な，忍耐強い努力をすることを誓約する。」
「5. 代表団は，他の反穀物法協会や都市の活動目的を助長することを決
定し，次の通り集会を開くことを報告する。
月日……2 月4 日，月曜日，
時間……12時より，
場所……Brown'sHotel.
（PalaceYard,Westminster. ）」
この決議はManchester 反穀物法協会が集会のつど発表した決議を集大成
したものであり，協会の基本方針を明確にうちだし，今後の活動原則ともな
るべくものであり，1 月28日の集会で発表されるn ヶ条の決議事項の骨子と
なるもので注目に値する。
ニむ す ぴ1838
年の穀物（とくに小麦）の生産が不況にみまわれ，予想をはるかに下回
る最悪のものだった。それは前出第1 表にみられるごとく小麦1 クォーター
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当 りの価格が1838 年 の64シ リン グ7 ペ ン スから70 シ リン グ8 ペン スへ と約10
％近 く上 昇し てい ることで も明ら かであろ う。 さらに 第3 表に よれば,1838
年 の年 末 より1839 年始めに かけ て急騰し ，9 月 の64 シ リン ダ9 ペ ンスから翌
年1 月 の79 シ リン グペと,1.22 倍に上 昇し たの であ る。 そ の結果， 第4 表 の
ご とく1838 年 には 合計170 万 クォータ ー以上 の小 麦 が国 内消費用に放 出され
た のであ る。
第3 表1838 年および1839年の，穀物の月平均価格の比較表
小 麦 大 麦 か ら す 麦
1月2
月3
月4
月5
月6
月7
月8
月9
月lo
月n
月12
月
1838.1939.
s.d.s.d.
535790
553737
564721
5810701
614709
650688
6846810
738718
649706
658674
726667
7776611
1838.1839.
s.d.s.d.
2894010
2810395
290383
2910389
304394
312 ・388311038
・1331138132839731341.0336413362400
1838.1939.
s.d.s.d 、200269202254201024221824822425622826102292712310268230274226259237260258256
トーマス・トウッ ク著，藤塚知義訳「物価史，第3 巻」東洋経済新報社，昭和56 年,272 頁。
第4 表1833 ～1839 年 の， 穀物 お よび 小 麦 粉 の国 内 消 費 むけ 放 出量。
年 小 麦 大 麦 からす麦 小 麦 粉
1833
1834
1835
1836
1837
1838
1839
Qrs.
60,990
45,872
16,336
19,554
232,793
1.739,303
2,519,873
Qrs.
1,207
11,031
136,868
110,021
47,475
8,078
590,149
Qrs.
9,753
56,853
175,907
97,183
333,932
11,057
864,619
Cwt.
75,450
65,726
44,165
36.813
40.187
390,173
665,023
ト ーマ ス・ト ウ ッ ク著，前 掲書，272 頁。
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このような事情のもとで穀物の自由輸入の声が大きくなったのは当然であ
ろう。すなわち反穀物法運動が,1838 年9 月の協会結成以来年末から翌1839
年に，前述したごとく活発化したのと符号するのである。
この時期において,Manchester に端を発した反穀物法協会が各地に波及
し，集会には全国各地からの参加者をみ，運動に対 す るChartist めごとき
妨害も存するが，穀物法の改正という中途半端な要求でない，完全かっ緊急
なる廃止という統一スptーガンのもとで,RichardCobden （後にJohnBright
も前面に登場する）という目立った指導的役割を演じた人物を得ることにより，
自由貿易運動は軌道に乗り始め，反穀物法協会より反穀物法同盟への移行に
邁進するのであった61
また1839 年に入ると自由貿易運動に関する問題も新聞等にとりあげられ，
穀物法廃止問題に対し，一般民衆の注意を引きつけることにも成功したのでy
あった。
そしてこれら一連の自由貿易運動をみてみると，根底の思想は封建的因襲
である重商主義政策としての保護貿易主義への攻撃なのであり，リカードに
より形成された経済体系の実現で，これこそが彼らの中枢的基本理念であろ
う。そしてこれこそがManchesterschool の自由主義の支えになっていると
言えよう。そして現実においては製造業者，商人が自由主義の実現を志した。
いまや社会機構のなかには明確に3 つの階級が作り出されていたのである。1.
土地所有者階級,2. 資本を所有し商品生産を行ない，それらを交換す
る製造業者，商人からなる中産階級としての資本家階級，そして,3. 自ら
の労働力を商品として資本家に売り渡し，その労働から価値をつくりだす賃
金労働者階級。これらの階級闘争こそが自由貿易運動なのであった。それは
より具体的には1839 年以降，新しいイギリスの古いイギリスへの挑戦であり，
中産階級という近年急激に拡大発展した階級筒日来の地主に対抗したもので
あ る。そしてその実現のためには一層長期にわたる努力と中産階級の全エネ
ルギーの一体化が必要であった。したがって厳密な意味での自由貿易運動は
組織化，一体化されてはじめてその機能が発揮できるのである。ゆえに1838
年から1839年にかけてのこの時期の活動こそが自由貿易運動の端緒だったの
であり，Manchester 反穀物法協会の意義はここにある。Manchesterschool
の名のもとに彼らはイギリスの世論を動かし，利益意識のもとに理論的武装
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をし，宣伝活動を駆使し，急進的改革を推進したのであった。
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1） 初代Manchester 市長はThomosPotter であった。2
）NormanMccord ，TheAnti-CornLawLeague1838 ～1846,1968,p.38.3
）ArchibaldPrentice,HistoryoftheAnt 卜Corn-Law ・League ，1968,p.78.4
） この会議は商業会議所の総会であって，Manchester 反穀物法協会のそれでは
ないことに注意。5
）ArchibaldPrentice,op.cit. ，pp.81 ～82.6
）G.ArmitageSmith,TheFree 一tradeMovementAnditsResults,1908,p.64.7
）5 対1 あるいは6 対1 の大勝利であるが，明確ではない。LewisApjohn,Ric-hardCobdenAndTheFreeTraders,1883,p.89.8
）FrancisW.Hirst,FreeTradeandotherFundamentalDoctrinesoftheManchesterSchool,1968,pp.139
一142.9
） ドイツにおける綿織物工業の発展は次の表のごとく， イギリスのド イツへの綿
織物の輸出減少を見ても理解できるであろう。
イギリスよりドイツへの綿織物の輸出
年 輸 出 量 （yards）
1833年1834183518361837183829,531,352
11,045,112
10,037,100
7,673,020
5,889,957
5,562,333
AMemberoftheCobdenClub,TheFreeTradeSpeechesoftheRightHon.
CharlesPelhamVilliers,M.P.,volume1,1883,p.62 より作成。10
）NormanMaccord,op 。cit。p.39.11
）R.Cobden の氏名はすでにJohnBright と共に.10月13 日の反 穀物法協会臨時
委員会の1 週間後に発表されている。（G.ArmitageSmith,op.cit.,p.64. ）
?
?
????
??
?????
NormanMaccord,op.cit. ，p.41.LewisApjohn,op.cit.,p.91.HenryAshworth
，RecollectionsofRichardCobden,M.p.andtheAnti-Corn-LawLeague,1876,p.34.ArchibaldPrentice,op.cit.,p.91.Ibid.,pp.91-92.Ibid.,p.92.
そのリストは次の通りである。TheMayorofManchester
£100Frans&Nicholson £50
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J.B.Smith
Callender
LeoShuster
Kershaw
p.Novelli
Cobden
Brooks
R.H.Greg
H.andC.Ashworth
Me.ConnellandCo.
Simpson,Rostron&Co.
J.C.Dyer
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
Lambert,Hoole,Jackson,
andCo.
T.R.Barnes&Sons
JamesChadwick
Burgess&Townsend
AbrahamSmith
J.Thomasson&Son
Benj.Smith&Sons 十Bannerman&GraftonWilliamRamsonJamesHall&Co.DanielLeeElKanahArmitage
（Ibid.,p.92. ）19
）ThomsonBrothers £100S.D,DarbishireRobertStuart100EcclesShorrocksOxfordRoadTwistCo.100S.Schwabe&Co.s.Stock&Co.100AdamRoxburgh&Co.JohnMunn&Co.100HenryHiltonJ.&N.Philips&Co.100N.P
。Nathan&Co.A.&S.Henry&Co.100J.p.Rayner&BrotherRobert&Walton50J.&J.WalkerIsaacHudson50Schunk,Suchay&Co,H.Bannerman&Sons50Gisborne&WilsonJohnDugdale&Brs.50Reiss&BrotherDufay&Co.50Simon&Co.JohnOwens50JamesCarlton
そし て2O ポソドが15 名,10 ポン ド14 名，5 ポンド13 名。（Ibid.,p.93. ）20
）1 月26 日までの寄付は次の通 りであ る。Hargreaves&Dugdale
£100Bannister,Eccles,&Co.
GeorgeCheetham&Son
Ashbury ，Critchley, ＆Co.JamesBurt&SonJacobBrightThomasAshton30
ポンド1 名,25 ポン ド2 名。2
月9 日まで のそれは.S.Lees&Co.FortBrothers,&Co.
100SamuelMatley&Son
50W od&Wright
50Jas.Maclaren&Co.
??
???
???????
50
??????
?
?
??
????????
???????
50HenryWadkin
50Harvey,Tysoe,&Co. －20
ポンド12名，10ポンド14名,5 ポンド5 名。
£100
100
Jos.
J.S.
Smith&Sons.
&J. ・Watts
£ 50
50
Manchester 反穀物法協会の活動について71Smith&Rawson50Reddish,Brooks&Co.50Potter&Ross50Nelson,Knowles&Co.
十5 ｝
さらに，30 ポこイド1 名,25 ポンド1 名,20 ポンド4 名,10 ポンド8 名,5 ポンド12
名， そし て雑多 な小額の寄付。（Ibid.,p.93. ）21
）NormanMcCord,op.cit 。.p.40.22
） この改正は.（1)州選挙区に於いては，年価格40 シV ン グ（2 ポこ／ド）以上 の 「自
由土地所有者」に， 年10 ポン ド以上の 「謄本土地所有者」に,50 年 ポン ド以上O
「借地農」 の成人男子に選挙権を与え， 自治都市選挙区においては，年 賃貸価 格10
ポンド以上 の所有， あ るいは借用する財産の有する者に選挙権を与え る。(2）議
席の配分の変更が行なわれ， 中世以来 の腐敗選挙区である86 の選 挙区が廃止にな
り， その議席を新 興の工業 都市 の41選挙区に配分する。(3）有権者は 各選挙区に登
録すること，等聚要旨とし た ものである。（E.J.Evans,TheGreatReformActof1832,1983,pp.45-46.
）23)
奴隷貿易は1807 年に議会を通過した法 律で禁止されてい た。し かし ながら奴隷
の使用はその後も続けられ，た とえば，西イン ド地方や南 アフ リカのブ ーア人O
間で従来の奴隷が使用されていた。そこで奴隷を使用す る制度そ のものを廃止し
ようとする意見が既に ウ ィル バ ―フ ォースに よって説かれ， その主張 が彼の後多
くの人に よって受継がれてい た。 その結果，1833 年に 「奴隷 使用廃止法案」が議
会を通り， 政府は奴隷 所有者に2,000 万 ポンドを 支出し た。（今井 登志 喜著『英
国社会史（下）』東京大学出版 会,1980 年,67 頁。）24
）1933 年 の工場法は， 繊維工 場におけ る児童労働の保護を 目的 とし た もので，9
歳以下の児童 の就労禁止.9-13 歳は1 日9 時間以下の労働, こ13-18歳は12 時間以
下の労働に制限し た。 また義 務教育制度が取り 入 れ ら れ た。てAlanjamieson,TheIndustrialRevolution,1982,p.51.
）25
） これに よって， これまで定 住法に より労働者の移住が禁 止され ていたが， 自由
になった。 そし て労働可能な貧民は 「救貧院 （poorhouse ）」 と い う強制作業場
に収容す る救済措置が採られた。 これは救貧税の増大に よる地主階級 などの納税
負担を軽減する意図 があると同時 に， 貧民 の産業資本発展 のための低賃金 労働者
化を ねら ったブルジa ア的な ものであった。 （村岡健次・川北 稔編著 『 イギリス
近代史』 ミネルヴァ書房,1986 年,137 頁。 今井登志喜著， 前掲書，67-68 頁。）26
） この法律は， それまで一 部の有力市民 が独占し ていた都 市自治体の行政を改革
し，労働者を 含む全地方 税納 入者 に都市自治体の選挙権を与えた。 こ うし て以後
都市においては， 貴族の代理人や 国教会聖職者にかわって， ブルジa ワ階級の商
工業者，非 国教徒らがし だいに市政の実権を握 るようにな った。 （村 岡健次，川
北稔編著， 前掲書,138 頁。）1835
年の市 自治体法 （MunicipalCorporationAct ）は,1832 年に行われた下
院の選挙法改正 の精神を，地方制度に 移し 入れた ものであ った。 従来 各都市 の自
治の特権は， 様々な時代に与えら れた 特許状にそ の基礎を 置い てい た。し か もそ
れらの都市 の政治の実権は, 多 くの場合極く少数の市民が握っていた。1835 年（ひ
72 ’
法律はこれを改めて，その都市の中に不動産を有するものに参政権を与え，その
自治体に都市の管理権を与えた。そのため，ここに全国画一の地方自治制度が完
成した。（今井登志喜著，前掲書，68頁。）27
） エングルス著，武圧|隆夫訳『イギリスにおける労働者階級の状態
』新潮社，昭
和41年,95-96 頁。
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